
 グループワーク：  個人ワーク：

 

☑テキスト ☑筆記用具 ☑カメラ・マイクは必須となります。

スポーツ産業におけるプロスポーツを中心に、①プロスポーツビジネスの仕組みを理解し、その広がりと深さについて学習すること、および②
スポーツのマネジメントを通じて、他のビジネスでも共通して適用できるマネジメントの知識とスキルを身につけることを講義の目的としま
す。

履修の前提となる科目 科目名：

専門教育科目 講義科目

　科目名： スポーツマネジメント論

授業の目的と概要

履修の前提となる知識
その他特記事項

テキスト 『スポーツマネジメント入門』,西野 努,産業能率大学出版部,最新版

科目コード EJ54

単位 2

　科目主査： 上代 圭子 担当講師： 上代 圭子 配当年次 3・4

この科目の
到達目標

①スポーツビジネスの基礎知識を学習する。
②スポーツビジネスにおけるマネジメントの特殊性について学習し、理解する。
③経営やマネジメントスキルは、スポーツビジネスにおいても、その他のビジネスにおいても、共通し共有できるものである
ことを学び、自身の実際の社会人生活で活かすことのできるスキルを身につける。

成績評価
の 方 法

授業態度を重視し、授業時間中の集中度合いや、ワークの参画度合いを評価対象とします。また、休み時間後の遅刻について
は減点の対象とします。最終試験は、基礎知識を問う問題と、学んだ内容から独自の意見を述べる論述問題とを出題します。

※スクーリング全日の出席、課題、最終試験の提出（白紙提出不可）をもって、採点対象とする。

事後学習の
参考文献

講義中に指示を出します。

スクーリング受講時に用意するもの　

事後学習
この講座で学んだマネジメントスキルが、一般社会における実務においても共通し、使えるスキルである事を理解し、実際に
実践するように心がけてください。

あり なし

あり なし あり なし


